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表 1 寒地先端材料研究所の 2019年度構成メンバー 












堀内 寿晃 機械工学科 平衡状態図
/材料開発 
齋藤 繁 機械工学科 超耐熱材料
の開発 
吉田 協 機械工学科 切削加工の
諸現象解明 
杉野 義都 機械工学科 耐熱合金の
変形 
一戸 善弘 電気電子工学科 電力工学/
半導体工学 
吉津 利洋 建築学科 鉄筋突合せ
溶接 
三原 義広 薬学科 分析化学/
環境科学 
村原 伸 義肢装具学科 補装具/福
祉用具 
林 孝一 自動車工学科 異種材料溶
接 
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3. 2019 年度の研究テーマ































































して 2019年 10 月 3日に開催した．聴講対象は機械
工学科 3 年生とした．講演題目は「環境・エネルギ
ープラントの効率アップ／長寿命化と材料の役割」
とし，環境・発電プラントにおける金属材料の腐
食・防蝕について解説頂いた． 
  2019年度はこのほかに旭川医大及川欧先生とDIC
株式会社小池晃広氏の特別講演を3月に予定してい
たが，新型コロナウィルスの感染予防を優先し，講
演開催を中止した． 
6. まとめ
 材料・加工に関する研究所は工学系の研究者で構
成されることが多いが，当研究所は工学系，薬学系，
福祉・医療系の幅広い分野で構成されていることが
特徴であり，実学系総合大学である本学の特徴を体
現している研究所であると自負している．2020年度
は今年度の研究テーマをさらに発展させるととも
に，異なる分野を融合できる研究所の特性を活かし，
新たな研究展開を模索していく． 
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